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四
三
六

専
修
寺
蔵
『
選
擇
本
願
念
佛
集
』
延
書
の
用
字
選
択

―
漢
文
「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
と
の
比
較
を
通
し
て
―

刀　

田　

絵
美
子

（
受
理
日
二
〇
一
〇
年
十
月
七
日
）

１　

研
究
の
目
的
と
方
法

　

前
稿
に
お
い
て
、「
今
昔
物
語
集
」
巻
二
の
第
一
か
ら
第
三
〇
話
に
出
現
す
る
和
語
の
表

記
を
検
討
し
、
約
九
割
の
和
語
が
一
漢
字
表
記
で
あ
る
こ
と
、
複
数
漢
字
表
記
は
動
詞
に
多

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た1

。
本
稿
で
は
、「
今
昔
物
語
集
」
と
同
じ
く
、
中
世
前
期
の
漢
字

片
仮
名
交
じ
り
資
料
で
あ
る
「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
延
書
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
見
ら
れ
る

語
種
と
表
記
の
関
係
、
特
に
和
語
表
記
の
実
態
を
整
理
す
る
と
共
に
、
そ
の
用
字
選
択
が
い

か
に
な
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
延
書
は
、
法
然
が
漢
文
体
で
著
し
た
「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
を
、

親
鸞
が
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
に
改
め
た
も
の
と
い
わ
れ
る2

。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
専
修
寺
本

は
、
延
書
本
中
最
古
の
写
本
で
、
正
安
四
（
一
三
〇
二
）
年
に
親
鸞
の
直
弟
・
顕
智
に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
延
書
す
る
際
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
に
近
似
し
た
資

料
も
現
存
す
る
。

　

親
鸞
が
漢
文
を
延
書
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
用
字
選
択
を
行
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
、
原
著

者
・
法
然
の
用
字
法
を
踏
襲
し
た
の
か
、
改
め
た
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
表
記
が
踏
襲
さ
れ

る
（
ま
た
は
改
め
ら
れ
る
）
語
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
親
鸞
自

筆
本
に
近
似
し
た
資
料
を
用
い
て
明
ら
か
に
で
き
る
点
に
研
究
の
対
象
と
す
る
価
値
が
あ
る

と
考
え
、
本
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　

な
お
、「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
延
書
は
も
と
も
と
上
本
・
上
末
・
下
本
・
下
末
の
四
帖
か

ら
成
り
、
専
修
寺
本
は
後
半
の
二
帖
が
現
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
帖
（
以
下
、
下
本
・

下
末
と
い
う
。）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
語
に
つ
い
て
、
以
下
検
討
し
て
い
く3

。

２　

専
修
寺
蔵
『
選
擇
本
願
念
佛
集
』
延
書
の
表
記
体
系

　

ま
ず
、
専
修
寺
蔵
『
選
擇
本
願
念
佛
集
』
延
書
の
自
立
語4

に
つ
い
て
、
語
種5

ご
と
に
異
な

り
語
数
と
延
べ
語
数
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
表
記
的
特
徴
が
あ
る
か
を
検
討

す
る
。

　

ま
ず
漢
語
は
、
異
な
り
語
数
一
二
九
九
語
、
延
べ
三
三
二
六
例
で
あ
る
。
す
べ
て
の
例
で

漢
字
表
記
さ
れ
て
お
り
、
揺
れ
が
な
い
。

　

つ
ぎ
に
混
種
語
は
、
異
な
り
語
数
三
〇
二
例
、
延
べ
七
一
七
例
で
あ
る
。
漢
語
サ
変
動
詞

の
活
用
部
分
や
、
複
合
語
の
前
部
要
素
（「
ア
ヒ
」）・
後
部
要
素
（「
カ
タ
シ
」）
は
仮
名
表

記
さ
れ
、
漢
語
サ
変
動
詞
の
語
幹
や
体
言
で
は
漢
字
表
記
さ
れ
る
。

　

最
後
に
和
語
は
、
異
な
り
語
数
五
五
七
語
、
延
べ
四
五
九
九
例
で
あ
る
。
和
語
の
表
記
は
、

Ⅰ　

常
に
仮
名
で
表
記
す
る
語
、
Ⅱ 

常
に
漢
字
で
表
記
す
る
語
、
Ⅲ　

仮
名
で
表
記
し
た

り
漢
字
で
表
記
し
た
り
す
る
語
に
分
類
で
き
る
。
な
お
こ
れ
以
外
に
、
一
語
を
漢
字
と
仮
名

で
表
記
す
る
「
タ
チ
所
ニ
」（
1347
行
目
）
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
対
象

に
し
な
い
（
こ
れ
ま
で
に
示
し
た
異
な
り
語
数
や
延
べ
語
数
よ
り
、
以
後
に
示
す
数
値
が
一

ず
つ
少
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
）。

　

本
論
文
は
、
課
程
博
士
候
補
論
文
を
構
成
す
る
論
文
の
一
部
と
し
て
、
以
下
の
審
査
委
員

に
よ
り
審
査
を
受
け
た
。

　

審
査
委
員
：
佐
々
木
勇
（
主
任
指
導
教
員
）、
竹
村
信
治
、
中
村
春
作
、
佐
藤
大
志
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一
単
語
に
お
け
る
表
記
の
種
類
で
、
各
和
語
を
分
類
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る6

。

　

Ⅰ　

常
に
仮
名
で
表
記
す
る
語
…
四
一
一
語
（
七
三
．
九
㌫
）

　

Ⅱ　

常
に
漢
字
で
表
記
す
る
語
…
七
五
語
（
一
三
．
五
㌫
）

　
　
　

い
一
語
と
一
漢
字
表
記
が
対
応
す
る
語
…
七
四
語

　
　
　

ろ
一
語
と
二
漢
字
表
記
が
対
応
す
る
語
…
一
語

　

Ⅲ　

仮
名
で
表
記
し
た
り
漢
字
で
表
記
し
た
り
す
る
語
…
七
〇
語
（
一
二
．
六
㌫
）

　
　
　

は
一
語
と
一
漢
字
表
記
が
対
応
す
る
語
…
六
七
語

　
　
　

に
一
語
と
二
漢
字
表
記
が
対
応
す
る
語
…
三
語

　

和
語
は
、
常
に
仮
名
で
表
記
す
る
語
（
Ⅰ
）
が
全
体
の
七
割
以
上
に
及
ぶ
。
漢
字
を
用
い

る
場
合
は
、
一
語
に
つ
い
て
一
つ
の
漢
字
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
（
Ⅱ
い
・
Ⅲ
は
）。
和
語

一
語
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
漢
字
の
種
類
は
、
多
く
て
も
二
種
類
（
Ⅱ
ろ
に
は
「
ふ
た
つ
」、

Ⅲ
に
に
は
「
う
ち
」「
な
む
ぢ
」「
は
な
」
が
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
）
で
あ
っ
て
、
一
語
に
対

し
て
漢
字
を
三
種
類
以
上
用
い
る
語
は
な
い
。
し
か
し
、
二
種
類
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
る
と
、
原
著
と
の
関
係
で
説
明
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
ふ
た
つ
」「
う
ち
」

「
な
む
ぢ
」
は
3.1
で
、「
は
な
」
は
3.3
で
述
べ
る
。

　

ま
た
、
延
べ
語
数
（
四
五
九
八
例
）
を
検
討
し
て
み
る
と
、
一
語
を
仮
名
表
記
す
る
例
は

三
九
二
六
例
（
八
五
．
四
㌫
）、
漢
字
表
記
す
る
例
は
六
七
二
例
（
一
四
．
六
㌫
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
延
べ
語
数
と
異
な
り
語
数
か
ら
和
語
表
記
を
見
る
と
、
仮
名
表
記
を
主
と

し
、
漢
字
表
記
す
る
場
合
は
、
一
語
に
対
し
て
一
漢
字
表
記
が
中
心
で
あ
っ
て
、
安
定
し
た

表
記
体
系
で
あ
る
と
い
え
る7

。

３　

 

専
修
寺
蔵『
選
擇
本
願
念
佛
集
』延
書
の
和
語
表
記
と
延
応
本
の
表
記

　

次
に
、
漢
字
表
記
す
る
場
合
の
あ
る
和
語
に
つ
い
て
、
法
然
院
蔵
『
選
擇
本
願
念
佛
集
』

（
延
応
元（
一
二
三
九
）年
刊
本
。
以
下
、
延
応
本
と
い
う
）
の
本
文
と
対
照
し
、
ど
の
よ
う

な
異
同
が
見
ら
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
、
法
然
の
用
字
法
を
親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
改
変
し
た
か

（
あ
る
い
は
改
変
し
な
か
っ
た
か
）
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

親
鸞
が
延
書
の
際
に
使
用
し
た
「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、

残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
が
法
然
の
許
可
を
得
て
書
写
し
た
「
選
擇
本
願

念
佛
集
」
は
流
布
本
系
で
、
こ
れ
は
専
修
寺
本
の
基
と
な
っ
た
本
の
系
統
と
一
致
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る8

。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
延
応
本
は
、
流
布
本
系
で
、
版
本
と
し
て
は
現
存
唯
一

最
古
の
も
の
で
あ
る9

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
延
応
本
の
本
文
は
親
鸞
が
実
見
し
た
漢
文
「
選

擇
本
願
念
佛
集
」
に
近
い
本
文
で
あ
る
と
仮
定
し
、
専
修
寺
本
と
比
較
し
て
み
る10

。

　

ま
た
、
専
修
寺
本
・
延
応
本
で
使
用
さ
れ
る
和
語
の
表
記
に
使
用
さ
れ
る
諸
漢
字
に
つ
い

て
、「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
」（
以
下
、「
色
葉
字
類
抄
」
と
い
う
）
で
調
査
し
た11

。
こ
れ
に

つ
い
て
も
併
せ
て
述
べ
る
。

　

こ
こ
で
研
究
の
対
象
と
な
る
の
は
、
前
節
で
ま
と
め
た
和
語
の
表
記
に
よ
る
分
類
の
う

ち
、
常
に
漢
字
で
表
記
す
る
語
と
、
仮
名
で
表
記
し
た
り
漢
字
で
表
記
し
た
り
す
る
語
（
計

一
四
五
語
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
字
表
記
六
七
二
例
、
仮
名
表
記
六
一
五
例
あ
り
、
延

べ
一
二
八
七
例
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
全
て
に
つ
い
て
、
延
応
本
と
比
較
す
る
。
以

下
、
結
果
ご
と
に
項
を
設
け
、
特
徴
的
な
表
記
を
持
つ
語
に
つ
い
て
述
べ
る
。　

3.1　

延
応
本
と
専
修
寺
本
の
表
記
が
一
致
す
る
語

　

和
語
の
漢
字
表
記
例
六
七
二
例
の
う
ち
、
六
五
二
例
が
延
応
本
と
表
記
が
一
致
す
る
。
つ

ま
り
、
専
修
寺
本
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
和
語
の
う
ち
、
九
七
㌫
が
延
応
本
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
延
書
に
あ
た
り
、
原
著
の
用
字
法
は
か
な
り
忠
実
に
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
下
、
ど
の
よ
う
な
語
で
ど
の
程
度
、
表
記
が
一
致
す
る
か
項
目
ご
と
に
述
べ
る
。

　
（
Ａ
）
当
該
語
の
漢
字
表
記
全
例
で
延
応
本
と
専
修
寺
本
の
表
記
が
一
致
す
る
も
の

　

本
項
に
該
当
す
る
語
を
、
本
文
の
付
訓
状
況
に
応
じ
て
、
す
べ
て
挙
げ
る
。
そ
の
際
、
語

の
品
詞
や
活
用
形
な
ど
の
説
明
が
必
要
な
例
に
は
、
そ
れ
を
語
の
直
下
に
掲
げ
る
。
ま
た
、

用
言
は
終
止
形
に
改
め
、
補
読
し
た
も
の
は
平
仮
名
で
表
記
す
る
。
さ
ら
に
、
一
語
を
複
数

漢
字
表
記
す
る
場
合
は
、
両
表
記
を
掲
げ
る
。

　
 

味
ア
チ
ハ
ヒ 

仰ア
オ

く 

編ア

む 

石イ
シ 

出イ
タ

す 

家イ
ヱ 

入い

ル〈
四
段
〉 

綺イ
ロ
ヘ 

疑
ウ
タ
カ
ヒ 

中ウ
チ 

内ウ
チ 

寫ウ
ツ

す 

上ウ
ヘ 

敬ウ
ヤ
マ

ふ 

奥オ
ク 

置オ

ク 

恐オ
ソ
ラ

ク
ハ 

同オ
ナ
シ〈
形
容
詞
〉 

同
オ
ナ
シ
ク〈
接
続
詞
〉 

大オ
ホ
キ

ニ 

凡オ
ホ
ヨ

ソ 

面オ
モ
テ 

彼カ
ノ 

蒙カ
フ

る 

壁カ
ヘ 

上カ
ミ 

岸キ
シ 

北キ
タ 

仁キ

者ミ 

藥ク
ス
リ 

國ク
ニ 

加ク
ハ

ハ

ル 
位ク
ラ
ヰ 
消ケ

す 

削ケ
ツ

る 

答コ
タ

ふ 

言コ
ト 

縡コ
ト 

言コ
ト
ハ 

諺
コ
ト
ワ
サ 

已コ
ノ
カ
タ来 

請コ
フ 

衣コ
ロ
モ 

界サ
カ
ヒ 

澤サ
ワ 

死シ

す 

下シ
タ 

死シ

ぬ 

萎シ
ホ

む 

知シ
ル 

白シ
ロ

し 
進ス
ヽ
ム 

速
ス
ミ
ヤ
カ
ニ 

夫ソ
レ 

某
ソ
レ
カ
シ 

高タ
カ

し 

直タ
ヽ
チ

ニ 

立タ

つ 

喩タ
ト
ヒ

〈
名
詞
〉 

喩タ
ト
フ 

玉タ
マ 

力チ
カ
ラ 

次ツ
キ

下シ
モ 

次ツ
キ

ニ 

告ツ

く 

土ツ
チ 

謹ツ
つ
シ

む 

罪ツ
ミ 

手テ 

説ト
カ

ク 

時ト
キ 

説ト
ク 

年ト
シ 

閉ト
ツ 

問ト
フ 

訪ト
フ
ラ

ふ 

名ナ 

中ナ
カ 

名ナ
ツ

ク 

仁ナ
ム
チ者 

汝ナ
ン
チ 

西ニ
シ 

縫ヌ
フ 

後ノ
チ 

幡ハ
タ 

甚
ハ
ナ
ハ
タ
シ 

日ヒ 

秀ヒ

つ 

光ヒ
カ
リ 

簷ヒ
サ
シ牗 

人ヒ
ト 

一
人 

東
ヒ
ム
カ
シ 

開ヒ
ラ
ク〈
四
段
〉 

深フ
カ
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し 

袋フ
ク
ロ 

二フ
タ
ツ 

両フ
タ
ツ 

外ホ
カ 

佛ホ
ト
ケ 

粗ホ
ヽ 

譽ホ
マ
レ 

讃ホ
ム 

亡ホ
ロ
ホ

ス 

實マ
コ
ト 

實マ
コ
ト

ニ 

纏マ
ト
フ 

迷マ
ト
フ 

眼マ
ナ
コ 

前マ
ヘ 

身ミ 

語ミ
コ
ト 

津ミ
チ 

水ミ
ツ 

名ミ
ナ 

南ミ
ナ
ミ 

源
ミ
ナ
モ
ト 

耳ミ
ヽ 

城ミ
ヤ
コ 

虫ム
シ 

結ム
ス

ふ 

宗ム
ネ 

目メ 

下モ
ト 

一モ
ハ
ラ 

病ヤ
マ
ヒ 

夢ユ
メ 

喚ヨ
ハ
フ 

我ワ
カ 

分ワ
カ

つ 

私
ワ
タ
ク
シ 

我ワ
レ 

教オ
シ

ふ

﹇
延
応
本
﹈ 

同
一
切
菩
薩
制
捨
諸
惡
我
亦
如
是
也
（﹇
専
修
寺
本
﹈一
切
菩
薩
ノ

」･

諸シ
ヨ

悪ア
ク

ヲ･

　
　
　
　
　

制セ
イ

捨シ
ヤ

ス
ル
ニ･

オ
ナ
シ
ク･

我ワ
レ

モ･

マ
タ･

カ
ク
ノ
コ
ト
ク･

ナ
ラ
ム
（
31
行
目
））

　

こ
れ
は
、
特
殊
な
表
記
を
踏
襲
し
た
の
で
は
な
く
、「
經
」
が
後
接
す
る
場
合
に
、
漢
字

表
記
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
、
原
著
か
ら
の
影
響
と
は
対
照
的
に
、

延
書
本
の
内
部
で
用
字
選
択
が
行
わ
れ
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
字
詰
の
関
係
で
仮
名
表
記
で
は
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
た
め
、
漢
字
で
表
記

し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
3.3
②「
い
は
く（
云
く
）」
で
述
べ
る
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
原
著
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
用
例
の
中
に
は
、
表
記

を
踏
襲
す
る
に
足
る
理
由
が
見
出
せ
る
例
が
存
す
る
。

　
（
Ｂ
） 

当
該
語
の
漢
字
表
記
の
う
ち
、
一
部
の
例
で
延
応
本
と
専
修
寺
本
の
表
記
が
一
致

す
る
も
の

　
　

命イ
ノ
チ　

云イ
ハ
ク　

心コ
ヽ
ロ　

而ナ
ラ
ク
ノ
ミ巳　

花ハ
ナ　

火ヒ

　

こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
諸
語
に
つ
い
て
は
、
3.3
と
重
複
す
る
た
め
、
3.3
で
考
察
す
る
。

　
（
Ｃ
）
当
該
語
の
漢
字
表
記
が
、
延
応
本
に
存
在
し
な
い
も
の

　
　

假か

字な　

給た
ま

フ

　

ま
ず
、「
か
な
（
假
字
）」
は
、
専
修
寺
本
に
お
い
て
、
題
目
の
二
箇
所
と
尾
題
の
一
箇
所

で
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
「
假
字
」
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
た
め
、
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
延
応
本
に
は
当
然
存
在
し
な
い
。

　

次
に
、「
た
ま
ふ
（
給
ふ
）」
は
、
全
六
七
例
中
一
例
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
。「
た
ま
ふ
（
給

ふ
）」
は
全
例
が
延
応
本
に
存
し
な
い
た
め
、
延
書
す
る
際
に
補
読
さ
れ
た
語
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
中
で
も
、
一
例
の
み
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

影
印
を
見
る
と
、「
事
讃
ニ･

イ
ハ
ク
」
で
始
ま
る
引
用
部
の
末
尾
に
、
漢
字
表
記
す
る
「
た

ま
ふ
（
給
ふ
）」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
直
上
の
「
證
」
字
と
比
べ
、
同
じ
漢
字
で
あ
り
な

が
ら
明
ら
か
に
小
さ
く
、
仮
名
と
同
等
の
大
き
さ
で
書
か
れ
て
い
る
。
次
の
行
頭
に
は
「
私

ニ･

問
イ
ハ
ク･
」
と
あ
り
、
新
し
い
話
題
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
引
用
部
を
行
内
に
収
め
よ

う
と
し
た
た
め
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

漢
文
「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
の
用
字
法
を
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
例
に
は
、
様
々
な
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、（
Ａ
）
に
分
類
さ
れ
る
諸
字
を
「
色
葉
字
類
抄
」
で
調
べ
て
み
る
と
、
掲
出
順

位
が
高
い
（
ほ
と
ん
ど
が
掲
出
順
位
一
位
で
あ
る
）
字
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、「
言コ
ト

」

（
コ
人
事
・
前
田
家
本
下
巻
）
は
掲
出
順
位
五
位
、「
言コ
ト
ハ

」（
コ
人
事
・
前
田
家
本
下
巻
）
は

一
〇
位
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
は
原
著
を
書
き
下
す
と
き
に
、
和
化
漢
文
か
ら
日
常
語
を
取
り

出
し
た
上
で
、
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
表
記
を
踏
襲
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

﹇
延
応
本
﹈
道
邊
獨
轉
（﹇
専
修
寺
本
﹈
ミ
チ
ノ
ホ
ト
リ
」
ニ

ヒ
ト
リ
轉テ
ン

ス
（
1301
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈
希
問
津
者
（﹇
専
修
寺
本
﹈
マ
レ
ニ･
津ミ
チ

ヲ
ト
フ
モ
ノ
ニ
」
ハ
（
1350
行
目
））

　

専
修
寺
本
に
は
「
ミ
チ
」
と
い
う
語
の
仮
名
表
記
さ
れ
る
例
が
二
例
、「
津
」
で
漢
字
表

記
さ
れ
る
例
が
一
例
あ
る
。
延
応
本
で
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
を
確
認
し
て
み
る
と
、
専
修
寺
本

で
仮
名
表
記
さ
れ
る
例
は
、
延
応
本
で
は
「
道
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
「
津
」
が
用

い
ら
れ
る
例
は
、
延
応
本
で
も
「
津
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
色
葉
字
類
抄
」（
ミ
地
儀
・
黒
川
家
本
下
巻
）
に
は
「
津
」
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
観
智
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」
の
「
津
」
項
（
法
上
18
ウ
７
）
に
「
ミ
チ
」
の
訓
は
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
ミ
チ
」
を
「
津
」
と
表
記
す
る
の
は
当
時
の
一
般
的
な
表
記
で
は
な
い

と
い
え
る
。
親
鸞
は
、
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
表
記
で
な
い
か
ら
こ
そ
、「
津
」
に
つ
い

て
は
原
著
の
表
記
を
踏
襲
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
原
著
で
「
道
」
が
用
い
ら
れ
た
箇
所
を
仮
名
書
き
す
る
こ
と
で
、
両
者

を
区
別
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
用
例
が
少
な
く
明
ら
か
で
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
専
修
寺
本
の
表
記
を
決
定
す
る
一
つ
の
指
針
と
し
て
、
和
語
は
仮

名
で
表
記
す
る
と
い
う
原
則
が
あ
り
な
が
ら
も
、
原
著
で
使
用
さ
れ
た
特
殊
な
表
記
は
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
原
著
か
ら
影
響
を
受
け
た
表
記
で
あ
る

と
い
え
る
。

　

ま
た
、
専
修
寺
本
に
は
「
お
な
じ
（
同
じ
）」
と
い
う
語
を
仮
名
表
記
す
る
場
合
と
、
漢

字
表
記
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

﹇
延
応
本
﹈
同
經
疏
云
（﹇
専
修
寺
本
﹈
同オ
ナ
シ

經キ
ヤ
ウ
ノ

」
疏シ
ヨ
ニ･

イ
ハ
ク
（
7
行
目
））
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3.2　

延
応
本
と
専
修
寺
本
の
表
記
が
一
致
し
な
い
語

　
　

　
　

－

専
修
寺
本
で
仮
名
表
記
さ
れ
る
場
合

－　
　
　

　

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
専
修
寺
本
に
存
す
る
全
て
の
仮
名
表
記
例
が
、
本
項
に
該
当

す
る
。
本
稿
で
は
、
専
修
寺
本
で
漢
字
表
記
す
る
場
合
の
あ
る
語
に
調
査
の
範
囲
を
限
っ
た

た
め
、
仮
名
表
記
例
延
べ
三
九
二
六
例
の
う
ち
、
六
一
五
例
に
つ
い
て
、
調
査
し
た
結
果
を

述
べ
る
。

　

先
に
も
触
れ
た
通
り
、
専
修
寺
本
で
は
和
語
の
仮
名
表
記
が
原
則
で
あ
る
。
た
と
え
原
著

で
一
語
に
対
し
て
複
数
漢
字
表
記
が
と
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
専
修
寺
本
で
は
仮
名
で
表

記
す
る
こ
と
で
、
語
形
を
示
し
、
読
み
手
に
当
該
語
を
認
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
文
意
（
教
義
）
を
明
確
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
の
語
で
は
、
専
修
寺
本
で
す
べ
て
仮
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
（
語
の
下
に
延
応
本
の
表

記
と
用
例
数
を
示
し
た
）。

イ
ノ
チ（
命
9 

壽
1
） 

イ
ハ
ク（
云
45 

曰
33 

謂
27 
言
3
） 

イ
ル〈
下
二
段
〉（
入
2 

盛
1
） 

ウ
ツ

ス（
寫
1 

圖
1
） 

オ
ク（
置
1 

在
1
） 

ク
ニ（
國
8 

國
土
1
） 
コ
コ
ロ（
意
20 

心
7
） 

コ
ト

ハ（
辞
5 

言
4 

語
1
） 

ソ
レ（
其
4 

夫
2 

之
1
） 

ノ
タ
マ
フ（
言
3 

云
4
） 

ノ
チ（
後

12 

已
後
3
） 

ヒ
ト
リ（
獨
4 

孤
1 

一
1
） 

ホ
ム（
讃
3 

歎
1 
美
1 
褒
1
） 

ミ
コ
ト（
言

3 

語
2
） 

モ
ハ
ラ（
専
10 

一
2 

純
1
） 

ヲ
シ
フ（
教
5 

指
1 

誨
1
）

　

し
か
し
、
仮
名
に
改
め
る
場
合
に
も
、
漢
字
を
踏
襲
す
る
場
合
と
同
様
、
仮
名
に
改
め
る

に
足
る
理
由
を
見
出
せ
る
場
合
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
こ
た
ふ
（
答
ふ
）」
は
専
修
寺
本
の
な
か
に
全
二
〇
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
漢

字
表
記
（「
答
」）
が
一
九
例
、
仮
名
表
記
が
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
延
応
本
で
確
認
し
て

み
る
と
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
箇
所
は
原
著
の
表
記
を
踏
襲
し
て
お
り
、
仮
名
表
記
さ
れ
た
箇

所
は
、
も
と
も
と
「
報
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

若
有
人
多
引
經
論
證
云
不
生
者
行
者
即
報
云
（﹇
専
修
寺
本
﹈
モ
シ
人
ア
テ･

」

オ
ホ
ク･

經キ
ヤ
ウ

論ロ
ン

ノ
證シ
ヨ
ウ

ヲ･

ヒ
イ
テ･

ム
マ
レ
ス
ト･

イ
ハ
ヽ･

行キ
ヤ
ウ

者シ
ヤ･

」
コ
タ
ヘ
テ･

イ
ヘ
（
110
行
目
））

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
原
著
で
複
数
漢
字
表
記
さ
れ
て
い
た
「
答
」「
報
」
を
延
書
に
す
る
際
に
、

漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
の
違
い
に
置
き
換
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
例
は
、「
ま
こ
と
（
實
）」
お
よ
び
「
ま
こ
と
に
（
實
に
）」
で
も
確
認
で
き
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

内
虚
外
實
也
（﹇
専
修
寺
本
﹈
内ナ
イ

ハ･

ム
ナ
シ
ク･

外ク
ヱ

ハ･

實マ
コ
ト

タ
ル
モ
ノ
也ナ
リ

　
　
　
　
　
（
396
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

此
言
誠
乎
（﹇
専
修
寺
本
﹈
コ
ノ
言コ
ト･

マ
コ
ト
ナ
ル
カ
ナ
ヤ･

（
1341
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

正
顯
念
佛
三
昧
功
能
超
絶
實
非
雜
善
得
爲
比
類
（﹇
専
修
寺
本
﹈
マ
サ
シ
ク･

念

佛
三
昧マ

イ
ノ･

功ク

能ノ
ウ･

超テ
ウ

絶セ
チ

」
シ
テ･

實マ
コ
ト

ニ･

雜サ
フ

善セ
ン

ヲ･

比ヒ

類ル
イ

ト･

ス
ル
コ
ト
ヲ･

ウ
ル
ニ･

（
558
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

翻
外
蓄
内
者
祇
應
備
出
要
（﹇
専
修
寺
本
﹈
外ク
ヱ

ヲ･

ヒ
ル
カ
ヘ
シ
テ･

」
内ナ
イ

ニ･

タ

ク
ハ
エ
ハ･

マ
コ
ト
ニ･

出シ
ユ
ツ

要エ
ウ

ニ･

ソ
ナ
エ
ツ
ヘ
シ･

（
393
行
目
））

　
「
色
葉
字
類
抄
」
を
引
い
て
み
る
と
、「
こ
た
ふ
（
答
ふ
）」（
コ
人
事
・
前
田
家
本
下
巻
）

は
、「
答
」
が
掲
出
順
位
一
位
、「
報
」
が
二
位
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
ま
こ
と
（
實
）」（
マ
人

事
・
黒
川
家
本
中
巻
）
は
、「
實
」
が
掲
出
順
位
一
位
で
、「
誠
」
が
二
位
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
原
著
の
漢
字
複
数
表
記
例
は
、
延
書
の
際
に
踏
襲
す
る
漢
字
以
外
を
仮

名
表
記
に
す
る
こ
と
で
、
原
著
に
あ
っ
た
表
記
差
を
生
か
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
原

著
か
ら
踏
襲
さ
れ
る
漢
字
は
、「
色
葉
字
類
抄
」
の
記
述
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
よ

り
一
般
的
な
も
の
が
選
択
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
ま
こ
と
に
（
實
に
）」
は
「
色

葉
字
類
抄
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、「
た
ま
ふ
（
給
ふ
）」
は
、
全
例
が
延
書
の
際
に

補
読
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
今
回
は
漢
字
表
記
例
が
一
例
あ
っ
た
た
め
、
延
応
本
と
比
較
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
回
調
査
し
た
も
の
の
中
で
は
、「
お
な
じ
（
同
じ
）」

「
は
な
は
だ
し
（
甚
し
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
一
例
に
、
延
応
本
に
は
該
当
語
が
な
い
例
、
す
な

わ
ち
、
延
書
の
際
に
補
読
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
存
し
た
。
次
の
例
で
あ
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

眞
實
心
中
勤
修
自
他
凡
聖
等
善
（﹇
専
修
寺
本
﹈
真シ
ン

實シ
チ

心シ
ム
ノ

中ウ
チ

ニ
・
自シ

他タ
ノ

凡ホ
ム

」

　
　
　
　
　

聖シ
ヤ
ウ

等ト
ウ
ノ

善セ
ン

ヲ･

勤コ
ム
シ
ユ修
ス
ル
ニ･

オ
ナ
シ
カ
ラ
ム
ト･

オ
モ
フ
（
33
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

綽
歎
其
深
詣
因
請
入
定
觀
（﹇
専
修
寺
本
﹈
綽シ
ヤ
ク･

嘆タ
ン

」
ス
ル
コ
ト･

ハ
ナ
ハ
タ
シ･

マ
ウ
テ
ヽ･

請シ
ヤ
ウ

ニ･

ヨ
リ
テ･

入
定チ

ヤ
ウ

シ
テ･

觀ク
ワ
ン

」
ス
ヘ
シ
（
1243
行
目
））

　

専
修
寺
本
（
33
行
目
）
を
延
応
本
と
見
比
べ
る
と
、
専
修
寺
本
の
文
末
「
オ
モ
フ
」
も
、

延
応
本
に
は
対
応
す
る
語
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
文
を
見
合
わ
せ
て
い
く
と
、
今
回
は
調

査
し
て
い
な
い
他
の
仮
名
表
記
す
る
語
の
な
か
に
も
、
こ
の
よ
う
な
例
が
見
つ
け
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
延
書
の
際
に
補
読
す
る
語
を
仮
名
で
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
可
能
性
を

示
し
て
お
り
、
原
著
に
存
す
る
語
を
仮
名
表
記
す
る
こ
と
と
は
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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3.3　

延
応
本
と
専
修
寺
本
の
表
記
が
一
致
し
な
い
語

－

専
修
寺
本
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
場
合

－　
　
　

　

専
修
寺
本
の
和
語
の
漢
字
表
記
例
の
う
ち
、
延
応
本
の
表
記
と
一
致
し
な
い
例
は
、
異
な

り
語
数
一
〇
、
延
べ
一
四
例
（
二
．
一
㌫
）
に
及
ぶ12

。

　

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

①
い
る（
入
る
〈
下
二
段
活
用
〉）

　

専
修
寺
本
に
四
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
三
例
は
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
一
例
で
「
入
」
が
用

い
ら
れ
る
。
専
修
寺
本
に
出
現
す
る
四
例
を
延
応
本
で
確
認
し
て
み
る
と
、「
入
」（
二
例
）、

「
盛
」（
二
例
）
で
あ
っ
た
。

﹇
延
応
本
﹈ 

入
一
門
者
即
入
一
解
脱
智
慧
門
也
（﹇
専
修
寺
本
﹈
一
門
ニ
」･

イ
レ
ハ･

ス
ナ

ワ
チ･

一
解ケ

タ
チ脱･

智チ

エ慧
ノ
門モ

ン

ニ
イ
ル
ナ
リ･

」（
241
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

彌
陀
經
等
五
色
袋
盛
（﹇
専
修
寺
本
﹈
弥
陀
經
等ト
ウ

ヲ･

五
色シ
キ

ノ
袋フ
ク
ロ

ニ
入
レ
テ･

　
　
　
　
　
（
441
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

箱
篋
盛
貯
竝
合
嚴
（﹇
専
修
寺
本
﹈
箱サ

ウ-

ケ
ウ

ニ･
イ
レ･

」
タ
ク
ハ
エ
テ･

ナ
ラ
ヒ

ニ･

嚴コ
ム

敬キ
ヤ
ウ

ス
ヘ
シ･

（
471
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

入
大
乘
經
限
（﹇
専
修
寺
本
﹈
大
乘シ
ヨ
ウ

經キ
ヤ
ウ
ノ･

カ
キ
リ
ニ･
」
イ
レ
タ
リ･

（
814
行
目
））

　

専
修
寺
本
が
延
応
本
と
違
っ
て
、「
入
」
を
用
い
る
の
は
、
文
体
に
関
係
す
る
と
思
わ

れ
る
。

　

築
島
裕
編
『
訓
点
語
彙
集
成　

第
一
巻
』
に
よ
る
と
、「
盛
」
に
「
い
る
（
入
る
〈
下
二

段
活
用
〉）」
の
語
形
を
付
訓
す
る
例
が
中
古
・
中
世
の
訓
点
資
料
に
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す

る
よ
う
だ
。
親
鸞
が
原
延
書
を
作
成
し
た
と
さ
れ
る
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
に
近
い
資
料

と
し
て
は
、
教
王
護
国
寺
金
剛
蔵
「
不
空
羂
索
神
呪
王
経
」（
仁
治
二
（
一
二
四
一
）
年
加
点
）

巻
一
に
付
訓
例
が
あ
る
よ
う
だ
（
本
稿
の
筆
者
は
未
見
）。

　
「
色
葉
字
類
抄
」
の
「
い
る
（
入
る
）」
の
項
に
、「
盛
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

観
智
院
本
「
類
聚
名
義
抄
」
の
「
盛
」
の
項
に
「
イ
ル
」
の
訓
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
盛
」
は
、
訓
点
資
料
の
文
脈
に
よ
っ
て
は
「
い

る
（
入
る
〈
下
二
段
活
用
〉）」
と
訓
読
さ
れ
る
が
、
訓
読
し
た
も
の
（
＝
原
著
と
比
べ
、
和

文
的
な
要
素
が
入
り
込
ん
だ
文
体
）
を
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
に
す
る
時
、「
い
る
（
入
る
〈
下

二
段
活
用
〉）」
の
表
記
と
し
て
は
用
い
ら
れ
ず
、
日
常
常
用
の
表
記
で
あ
る
「
入
」
が
選
択

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
が
成
り
立
つ
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
用

例
を
集
め
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

②
お
む
こ
こ
ろ（
御
心
）・
こ
こ
ろ（
心
）

　

専
修
寺
本
に
は
「
お
む
こ
こ
ろ（
御
心
）」
が
二
例
、「
こ
こ
ろ（
心
）」
が
三
二
例
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
漢
字
表
記
す
る
場
合
は
「
心
」
が
用
い
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
と
め
て
考

察
す
る
。

　

ま
ず
、「
お
む
こ
こ
ろ（
御
心
）」
は
、
漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
が
一
例
ず
つ
あ
る
。
延
応

本
で
は
ど
ち
ら
も
「
意
」
が
用
い
ら
れ
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

今
信
順
二
尊
之
意
不
顧
水
火
二
河
（﹇
専
修
寺
本
﹈
イ
マ･

二
尊ソ
ン

ノ
心
オ
ム
コ
ヽ
ロ

ニ･

信シ
ン-

順シ
ユ
ン

」

シ
テ･

水シ
ヰ

火ク
ワ
ノ

二
河カ

ヲ･

カ
ヘ
リ
ミ
ス･

（
339
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

若
稱
三
世
諸
佛
釋
迦
佛
阿
彌
陀
佛
等
大
悲
願
意
者
（﹇
専
修
寺
本
﹈
モ
シ･

三
世

ノ
諸
佛･

」
釋シ
ヤ

迦カ

佛･

阿
弥
陀
佛
等
ノ･

大
悲ヒ

願
ノ･

オ
ム
」
コ
ヽ
ロ
ニ･

カ
ナ
ハ
ヽ･

（
1278
行
目
））

　

次
に
、「
こ
こ
ろ（
心
）」
は
、
三
二
例
の
う
ち
、
二
七
例
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
五
例
が

漢
字
表
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
延
応
本
で
、「
意
」（
二
二
例
）、「
心
」（
一
〇
例
）

で
あ
っ
た
。
な
お
、
専
修
寺
本
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
五
例
は
、
延
応
本
で
は
「
心
」
が
三
例
、

「
意
」
が
二
例
で
あ
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

須
至
心
（﹇
専
修
寺
本
﹈
ス
ヘ
カ
ラ
ク･

心
ヲ

」
イ
タ
シ
テ･

（
1112
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

故
引
分
陀
利
以
爲
其
喩
譬
意
應
知
（﹇
専
修
寺
本
﹈
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ･

芬フ
ン

陀タ

利リ

ヲ･

ヒ
イ
テ
」
ソ
ノ
タ
ト
エ
ト
ス･

喩タ
ト
エノ
心コ
ヽ
ロ･

シ
ル
ヘ
シ
（
670
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

發
菩
提
心
者
諸
師
意
不
同
也
（﹇
専
修
寺
本
﹈
發ホ
チ

菩ホ

提タ
イ

心シ
ム
ト

」
イ
フ
ハ･

諸シ
ヨ

師シ

ノ

心コ
ヽ
ロ･

不フ

同ト
ウ

ナ
リ･

（
753
行
目
））

　

ま
ず
、
延
応
本
と
専
修
寺
本
で
共
通
し
て
「
心
」
が
用
い
ら
れ
る
三
例
は
、
い
ず
れ
も
「
こ

こ
ろ
を
い
た
す
」
と
訓
読
す
る
例
で
あ
る13

。

　

つ
ぎ
に
、
延
応
本
で
「
意
」
を
用
い
、
専
修
寺
本
で
「
心
」
を
用
い
る
例
は
、
両
例
と
も

「
体
言
＋
ノ
」
に
下
接
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
峰
岸
（
一
九
八
六14

）

の
中
で
、
栃
木
県
足
利
市
鑁
阿
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』15（
足
利
本
『
仮
名
書
き
法
華
経
』）
の

表
記
に
つ
い
て
、
原
経
典
と
比
較
し
、
仮
名
書
き
法
華
経
で
は
、
原
著
に
「
心
・
意
・
情
」

と
あ
る
も
の
を
「
心
」
で
表
記
す
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
専
修
寺
本
の
方
が
古
い
資
料
で

あ
る
が
、
漢
文
体
の
聖
教
を
書
き
下
す
際
に
「
意
」
を
「
心
」
に
書
き
換
え
る
（「
心
」
に

統
一
す
る
）
こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い16

。
漢
語
例
も
含
め
て
、
検
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討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
は
な
（
花
）

　

専
修
寺
本
に
は
四
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
例
が
仮
名
表
記
さ
れ
、
三
例
（「
花
」（
二
例
）、

「
華
」（
一
例
））
が
漢
字
表
記
さ
れ
る
。
延
応
本
で
は
、
す
べ
て
の
例
で
「
華
」
が
用
い
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
専
修
寺
本
で
は
、
延
書
す
る
際
に
、
原
著
の
「
華
」
の
う
ち
、
一

例
を
仮
名
表
記
に
、
二
例
を
「
花
」
に
改
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

臨
終
聖
衆
持
華
現
（﹇
専
修
寺
本
﹈
臨リ
ム

終シ
ユ
ニ･

聖シ
ヤ
ウ-

衆シ
ユ･

」
花ハ
ナ

ヲ
モ
テ
・
現
ス

・

　
　
　
　

 

（
986
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

到
彼
華
開
（﹇
専
修
寺
本
﹈
カ
シ
コ
ニ･

イ
タ
リ
テ･

ハ
ナ
ヒ
ラ
ケ
テ･

（
1036
行
目
））

　

ま
た
、
一
例
は
、
専
修
寺
本
で
「
華
」
を
用
い
る
例
が
あ
る
が
、
延
応
本
で
は
、
該
当
語

が
な
く
、
延
書
に
際
し
て
補
読
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

令
辨
一
莖
蓮
華
置
之
佛
前
行
道
七
日
不
萎
悴
（﹇
専
修
寺
本
﹈
一
莖キ

ヤ
ウ

ノ

蓮レ
ン

花ク
ヱ

ヲ･

」

　
　
　
　

  

弁ヘ
ン

セ
シ
メ
テ･

コ
レ
ヲ･

佛
前セ
ン
ニ･

オ
キ
テ･
行キ
ヤ
ウ-

道タ
ウ･

七
日
」
セ
ム
ニ･

華ハ
ナ

萎ヰ-

悴ス
イ

セ
ス

ハ
（
1241
行
目
））

　

補
読
す
る
場
合
に
、
専
修
寺
本
で
用
例
の
多
い
「
花
」
で
は
な
く
、「
華
」
が
用
い
ら
れ

る
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
専
修
寺
本
で
「
れ
ん
げ
（
蓮
華
）」
は
「
蓮
花
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
変
字
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
例
を
例
外
的
に
考
え
る
と
、
専
修
寺
本
で
は
「
は
な
（
花
）」
を
表
記

す
る
場
合
に
「
花
」
を
用
い
る
と
い
え
る
。

　

な
お
、「
色
葉
字
類
抄
」（
イ
植
物
・
前
田
家
本
上
巻
）
で
は
、「
花
」
が
掲
出
さ
れ
、
そ

の
注
に
「
本
作
華　

俗
今
通
用
也
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、「
は
な
（
花
）」
に
つ
い
て
は
、
春
日
正
三
氏
の
日
蓮
遺
文
に
お
け
る
調
査17

が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
立
正
安
国
論
」（
延
べ
七
六
九
〇
字
）
中
、「
華
」
は
一
三
例
、「
花
」
は

一
例
で
あ
る
が
、「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」（
延
べ
四
五
一
三
字
）
中
、「
華
」

は
一
例
も
な
く
、「
法
花
経
」
の
表
記
は
三
九
例
す
べ
て
「
花
」、「
華
厳
」
の
表
記
も
一
三

例
も
す
べ
て
「
花
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
消
息
文
、
仮
名
交
じ
り
遺
文
も
す
べ
て
「
花
」

で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、「
は
な
（
花
）」
を
表
記
す
る
時
に
「
華
」
で
は
な
く
「
花
」
を
用

い
る
の
は
、
専
修
寺
本
独
自
の
用
字
法
で
は
な
く
、
同
時
代
的
な
傾
向
だ
と
い
え
る
。
こ
の

仮
説
は
、「
色
葉
字
類
抄
」
の
「
俗
今
通
用
也
」
と
い
う
記
述
に
も
一
致
す
る
。
専
修
寺
本

に
お
け
る
漢
語
の
表
記
や
、
他
の
仮
名
書
き
さ
れ
た
聖
教
類
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
い
は
く
（
云
く
）

　

専
修
寺
本
に
は
一
一
二
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
〇
八
例
は
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
四
例
が

漢
字
表
記
さ
れ
る
。
専
修
寺
本
に
出
現
す
る
一
一
二
例
を
延
応
本
で
確
認
し
て
み
る
と
、
仮

名
表
記
さ
れ
る
一
〇
八
例
は
、「
云
」（
四
五
例
）、
曰
（
三
三
例
）、「
謂
」（
二
七
例
）、「
言
」

（
三
例
）
で
あ
っ
た
。
漢
字
表
記
さ
れ
る
四
例
は
、「
云
」（
二
例
）、「
曰
」（
二
例
）
で
あ
る
。

﹇
延
応
本
﹈
往
生
禮
讃
云
（﹇
専
修
寺
本
﹈
往
生
礼
讃
ニ

云イ
ハ
ク･

」（
1098
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

觀
念
法
門
云
（﹇
専
修
寺
本
﹈
觀ク
ワ
ン

念ネ
ム

法ホ
フ

門モ
ン
ニ

云イ
ハ
ク･

」（
1113
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈
答
曰
（﹇
専
修
寺
本
﹈
答
コ
タ
ヘ
テ

云イ
ハ
ク･

」（
1228
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈
時
人
諺
曰
（﹇
専
修
寺
本
﹈
時
ノ

人･

諺
コ
ト
ワ
サ
ニ

云イ
ハ
ク･

」（
1259
行
目
））

　

漢
字
表
記
さ
れ
る
例
は
、
こ
こ
に
示
し
た
と
お
り
、
全
て
行
末
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た

字
詰
の
関
係
で
他
の
漢
字
と
比
べ
て
明
ら
か
に
小
さ
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
行
内
に
収

め
よ
う
と
し
た
た
め
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
漢
字
表
記
す
る
こ
と
で
、
文
の
切
れ
目
と
行
の
切
れ
目
を
対
応
さ
せ
よ
う
と
す
る

意
識
が
働
い
た
た
め
だ
と
い
え
る
。

　

行
末
に
書
か
れ
る
「
い
は
く
（
云
く
）」
が
す
べ
て
漢
字
表
記
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

行
末
で
仮
名
表
記
さ
れ
る
例
は
一
四
例
あ
り
、
下
本
・
下
末
に
関
係
な
く
出
現
す
る
。

⑤
と
も
（
友
）

　

専
修
寺
本
に
一
例
あ
る
。
延
応
本
で
は
、「
伴
」
が
用
い
ら
れ
る
。

﹇
延
応
本
﹈
敬
同
縁
伴
（﹇
専
修
寺
本
﹈
四
ニ
ハ･

」
同
縁
ノ
友
ヲ･

ウ
ヤ
マ
フ･

（
452
行
目
））

　
「
色
葉
字
類
抄
」（
ト
人
倫
・
前
田
家
本
上
巻
）
で
は
、「
友
」
が
掲
出
順
位
第
一
位
で
、

「
伴
」
は
第
二
位
で
あ
る
。「
色
葉
字
類
抄
」
の
掲
出
順
位
で
考
え
る
と
、「
伴
」
も
、
日
常

常
用
の
表
記
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
よ
り
一
般
的
な
表
記
（「
友
」）
に
変
え
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。

⑥
な
ら
く
の
み

　

専
修
寺
本
に
四
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
例
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
二
例
が
漢
字
表
記
さ
れ

る
。
専
修
寺
本
に
出
現
す
る
四
例
を
延
応
本
で
確
認
し
て
み
る
と
、「
而
巳
」（
一
例
）、「
耳
」

（
三
例
）
が
用
い
ら
れ
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 
不
留
餘
課
耳
（﹇
専
修
寺
本
﹈
餘ヨ

課ク
ワ

ヲ･

ト
ヽ
メ
サ
ル･

而ナ
ラ
ク
ノ
ミ

-

巳
」（
497
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

例
如
彼
精
進
通
於
餘
五
度
而
已
（﹇
専
修
寺
本
﹈
例レ
イ

セ
ハ･

カ
ノ
精シ
ヤ
ウ

進シ
ン
ノ

餘ヨ
ノ

五
度ト
ニ･

通ツ
ス
ル

如カ
コ
ト
シ･
而ナ
ラ
ク
ノ
ミ巳
ト･

」（
513
行
目
））
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﹇
延
応
本
﹈ 

故
不
重
説
耳
（﹇
専
修
寺
本
﹈
ユ
ヘ
ニ･

カ
サ
ネ
テ･

説ト
カ
ス･

ナ
ラ
ク
ノ
ミ･

」

　
　
　
　

 

（
895
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

三
經
倶
選
念
佛
以
爲
宗
致
耳
（﹇
専
修
寺
本
﹈
三
經キ

ヤ
ウ

ト
モ
ニ･

念
佛
ヲ
」
選セ

ン

擇チ
ヤ
ク

シ

テ･

モ
テ･

宗シ
ユ

致チ

ト
ス･

ナ
ラ
ク
ノ
ミ･

（
1198
行
目
））

　

専
修
寺
本
で
漢
字
表
記
さ
れ
る
の
は
、
行
末
で
、
か
つ
次
行
か
ら
新
し
い
話
題
（
別
の
経

典
か
ら
の
引
用
）
が
始
ま
る
場
合
で
あ
る
。

　
「
色
葉
字
類
抄
」
で
は
、「
耳
」（
ナ
辞
字
・
黒
川
家
本
中
巻
）
と
「
而
巳
」（
ナ
畳
字
・
黒

川
家
本
中
巻
）
が
別
々
に
記
載
さ
れ
い
て
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
が
日
常
的
な
表
記
か
は
不
明

で
あ
る
。

⑦
い
の
ち
（
命
）

　

専
修
寺
本
に
は
一
二
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
一
〇
例
は
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
二
例
が
漢
字

表
記
さ
れ
る
。
専
修
寺
本
で
は
二
例
と
も
「
命
」
が
用
い
ら
れ
る
。
専
修
寺
本
に
出
現
す
る

一
二
例
を
、
延
応
本
確
認
し
て
み
る
と
「
命
」（
一
〇
例
）、「
壽
」（
二
例
）
で
あ
っ
た
。
専

修
寺
本
で
は
「
壽
」
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

念
佛
衆
生
攝
取
不
捨
壽
盡
必
生
（﹇
専
修
寺
本
﹈
念
佛
ノ

衆
生
オ
ハ･

攝セ
フ

取シ
ユ

シ
テ･

ス
テ
サ
レ
ハ･

イ
ノ
」
チ･

ツ
キ
テ･

カ
ナ
ラ
ス･
生
ス･
（
680
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

蒙
護
念
即
得
延
年
轉
壽
（﹇
専
修
寺
本
﹈
護
念
ヲ･

蒙カ
フ
リ

」
ヌ
レ
ハ･

ス
ナ
ワ
チ･

年
ヲ

ノ
ヘ･

命イ
ノ
チ
ヲ

轉テ
ン

ス
ル
コ
ト
ヲ
ウ
ト
（
1130
行
目
））

　

両
者
の
違
い
は
特
に
見
出
せ
な
い
が
、
仮
名
表
記
例
は
下
本
に
、
漢
字
表
記
例
は
下
末
に

そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
の
で
、
帖
に
よ
る
違
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
用
例
が
少
な
い
た
め
、

断
定
で
き
な
い
。

　

漢
字
表
記
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
は
、
原
著
の
表
記
に
関
係
な
く
「
命
」
で
あ
る

と
い
う
点
、
ま
た
、
そ
の
「
命
」
が
原
著
で
は
優
勢
な
漢
字
で
あ
る
と
い
う
点
が
興
味
深
い
。

「
色
葉
字
類
抄
」（
イ
人
事
・
前
田
家
本
上
巻
）
で
は
、「
命
」
が
掲
出
順
位
一
位
で
、「
壽
」

が
二
位
で
あ
っ
た
。

⑧
の
た
ま
ふ
（
宣
ふ
）

　

専
修
寺
本
に
九
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
七
例
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
二
例
が
漢
字
表
記
さ
れ

る
。
専
修
寺
本
に
出
現
す
る
九
例
を
延
応
本
で
確
認
し
て
み
る
と
「
言
」（
三
例
）、「
云
」（
六

例
）
が
用
い
ら
れ
る
。

﹇
延
応
本
﹈ 

又
如
觀
經
云
（﹇
専
修
寺
本
﹈
マ
タ･

觀ク
ワ
ン

經
ニ･

言
ノ
タ
マ
フ

カ
」
コ
ト
シ･

（
1104
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

又
如
般
舟
三
昧
經
行
品
中
説
云
（﹇
専
修
寺
本
﹈
マ
タ･

般ハ
ン

舟シ
ユ

三
昧マ
イ

經
ノ･

行キ
ヤ
ウ

品ホ
ム
ノ

中
ニ･

説ト
イ
テ

言ノ
タ
マ

ヘ
ル
カ･

」
コ
ト
シ･

（
1118
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

佛
證
爲
定
也
若
稱
佛
意
即
印
可
言
如
是
如
是
（﹇
専
修
寺
本
﹈
佛
證シ

ヨ
ウ

ヲ

請シ
ヤ
ウ

シ
テ･

」

定チ
ヤ
ウ

ト･

ス
ヘ
キ
ナ
リ･

モ
シ･

佛
意イ

ニ･

カ
ナ
エ
ハ･

ス
ナ
ワ
チ･

印イ
ン

可カ

」
シ
テ･

如ニ
ヨ-

是セ

如ニ
ヨ-

是セ

ト･

ノ
タ
マ
フ･

（
84
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

彌
陀
化
佛
選
擇
念
佛
云
汝
稱
佛
名
故
諸
罪
消
滅
我
來
迎
（﹇
専
修
寺
本
﹈
弥
陀
ノ
」

化
佛･

念
佛
ヲ
選
擇
シ
テ･

ナ
ン
チ･

佛
名ミ
ヤ
ウ

ヲ
稱シ
ヨ
ウ

」
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ･

諸シ
ヨ

罪サ
イ

消セ
ウ

滅メ
チ

セ

リ･

我ワ
レ

キ
タ
リ
テ･

汝ナ
ン
チヲ･

」
ム
カ
フ
ト･

ノ
タ
マ
ヘ
リ･

（
1173
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

私
問
曰
經
云
若
念
佛
者
當
知
此
人
等
（﹇
専
修
寺
本
﹈
私
ワ
タ
ク
シ
ニ･

問ト
フ
テ

イ
ハ
ク･

經キ
ヤ
ウ

ニ･

若
ニ
ヤ
ク

念
佛
者シ
ヤ･

當タ
ウ

知チ

此シ

人ニ
ン

等ト
ラ･

ノ
」
タ
マ
フ
ハ･

（
577
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 

善
導
觀
念
法
門
云
又
如
彌
陀
經
云
（﹇
専
修
寺
本
﹈
善セ
ン

導タ
ウ･

觀ク
ワ
ン

念ネ
ム

法ホ
フ

門モ
ン

ニ･

イ
ハ
ク･

マ
タ･

弥
陀
經
ニ･

ノ
タ
」
マ
ヘ
ル
カ
コ
ト
シ･

（
1010
行
目
））

　

仮
名
表
記
例
と
漢
字
表
記
例
を
比
べ
て
み
る
と
、
漢
字
表
記
例
で
は
二
例
と
も
経
典
で
述

べ
て
い
る
こ
と
だ
と
説
明
す
る
時
に
用
い
ら
れ
る
。
一
方
、
仮
名
表
記
例
は
、「
佛
」（
三
例
）、

「
釈
迦
」（
一
例
）、「
弥
陀
ノ
化
佛
」（
一
例
）、
が
そ
れ
ぞ
れ
発
話
者
の
時
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
経
典
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
説
明
す
る
例
は
、「
經
（
觀
無
量
壽
經
）」（
一
例
）

「
弥
陀
經
」（
一
例
）
の
み
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
人
物
の
発
話
行
為
と
し
て
時
は
仮
名
表
記
さ
れ
、
経
典
に
記
述
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
き
は
仮
名
表
記
も
漢
字
表
記
も
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
。
な
お
、「
色
葉
字
類
抄
」
に
「
の
た
ま
ふ
」
の
記
載
は
な
い
。

⑨
た
と
へ
（
喩
）〈
名
詞
〉

　

専
修
寺
本
に
五
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
三
例
が
仮
名
で
表
記
さ
れ
、
二
例
が
漢
字
表
記
さ
れ

る
。
専
修
寺
本
に
出
現
す
る
五
例
を
延
応
本
で
確
認
し
て
み
る
と
、
仮
名
表
記
と
対
応
す
る

箇
所
は
「
喩
」
が
用
い
ら
れ
、
漢
字
表
記
と
対
応
す
る
箇
所
の
一
つ
は
「
辟
」
が
用
い
ら
れ

る
。
ま
た
、
も
う
一
例
は
「
譬
喩
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、「
譬
喩
」
か
ら
「
喩
」
を
選
択

し
た
と
思
わ
れ
る
。「
色
葉
字
類
抄
」
に
、「
た
と
へ
」〈
名
詞
〉
の
記
載
は
な
い
。

﹇
延
応
本
﹈
此
是
喩
也
（﹇
専
修
寺
本
﹈
コ
レ
ハ･

コ
レ･

タ
ト
エ
ナ
リ･

（
303
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈
辟
意
應
知
（﹇
専
修
寺
本
﹈
喩タ

ト
エ

ノ
心コ

ヽ
ロ･

シ
ル
ヘ
シ
（
670
行
目
））

﹇
延
応
本
﹈ 
爲
行
者
説
一
譬
喩
（﹇
専
修
寺
本
﹈
行キ
ヤ
ウ

者シ
ヤ

ノ
タ
メ
ニ･

一
ノ

喩タ
ト
エ

ヲ
説ト
キ

テ･

（
256
行
目
））
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４　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
対
象
資
料
の
表
記
に
影
響
を
与
え
た
も
の
を
探
る
べ
く
、
専
修
寺
本
『
選
擇

本
願
念
佛
集
』
延
書
を
用
い
て
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
表
記
を
仮
名
・
漢
字
の
両
面
か
ら
検

討
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
資
料
に
は
、
ま
ず
漢
語
要
素
（
漢
語
お
よ
び
漢
語
サ
変
動
詞
の
語
幹
部
分
）

は
漢
字
で
表
記
し
、
和
語
要
素
（
和
語
お
よ
び
漢
語
サ
変
動
詞
の
活
用
部
分
）
は
仮
名
で
表

記
す
る
原
則
が
あ
る
こ
と
を
、
自
立
語
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
か
ら
数
量
的
に
述
べ
た
。

　

ま
た
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
和
語
に
つ
い
て
、
原
著
（
漢
文
「
選
擇
本
願
念
佛

集
」）
に
近
似
す
る
テ
キ
ス
ト
と
推
定
さ
れ
る
延
応
元
年
版
本
の
表
記
と
比
較
し
た
。
そ
し

て
九
割
以
上
の
漢
字
表
記
が
、
原
著
の
用
字
法
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
踏
襲
す

る
理
由
に
も
様
々
あ
り
、
同
時
代
的
な
用
字
法
と
の
関
係
の
中
で
、
一
般
的
で
あ
る
た
め
に

踏
襲
さ
れ
た
も
の
や
、
逆
に
特
殊
で
あ
る
た
め
に
踏
襲
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
先
に
示

し
た
通
り
で
あ
る
。

　

原
著
と
比
較
し
た
時
、
表
記
が
一
致
し
な
い
例
に
つ
い
て
は
、
専
修
寺
本
で
仮
名
表
記
さ

れ
る
場
合
と
漢
字
表
記
さ
れ
る
場
合
に
分
け
て
考
察
し
た
。

　

仮
名
表
記
さ
れ
る
場
合
は
、
原
著
で
の
漢
字
の
用
字
差
が
、
専
修
寺
本
で
は
漢
字
と
仮
名

の
差
に
置
き
換
え
ら
れ
た
例
を
示
し
た
。
ま
た
、
専
修
寺
本
の
字
詰
の
関
係
で
、
仮
名
表
記

が
大
半
で
あ
る
語
で
漢
字
表
記
が
見
ら
れ
た
。

　

漢
字
表
記
が
原
著
か
ら
踏
襲
さ
れ
な
い
一
〇
語
に
つ
い
て
は
、
原
著
・
延
書
の
両
例
を
挙

げ
て
、
具
体
的
に
述
べ
た
。
比
較
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
数
漢
字
表
記
す
る
原
著
に
対
し

て
、
一
漢
字
表
記
す
る
専
修
寺
本
の
態
度
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
延
書
す
る
際
に
使

用
さ
れ
る
漢
字
表
記
は
、
当
時
の
一
般
的
な
漢
字
表
記
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
項
で
述
べ
た
。

　

単
に
漢
文
を
書
き
下
す
の
で
あ
れ
ば
、
原
著
の
漢
字
を
全
て
踏
襲
す
れ
ば
よ
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
的
特
徴
を
有
す
る
の
は
、
専
修
寺
本
が
よ
り
平
易
な
こ
と
ば
と

表
記
を
用
い
る
こ
と
で
、
原
著
の
内
容（
教
義
）を
広
く
教
化
し
よ
う
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
専
修
寺
本
で
は
、
和
語
要
素
は
仮

名
で
表
記
す
る
と
い
う
原
則
の
も
と
、
原
著
の
表
記
を
踏
襲
し
た
り
、
若
干
の
改
変
を
し
た

り
し
な
が
ら
、
和
語
の
漢
字
表
記
を
一
種
類
に
統
一
し
、
当
時
の
一
般
的
な
漢
字
で
表
記
す

る
こ
と
を
選
択
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
簡
単
に
専
修
寺
本
「
選
擇
本
願
念
佛
集
」
延
書
の
用
字
選
択
に
関
わ
る
事
項
に
つ

い
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
だ
け
は
っ
き
り
と
数
値
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
本
資
料
の
資

料
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、

中
世
前
期
の
日
本
語
書
記
に
つ
い
て
究
明
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
用
字
法
を
検
討
す
る
中
で
、
中
世
に
お
い
て
、
漢
文
か
ら
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を

作
成
す
る（
訓
読
す
る
）際
、
書
記
者
個
人
を
超
え
て
、
漢
文
の
用
字
を
特
定
の
一
字
に
統
一

す
る
語
が
、
共
通
理
解
と
し
て
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
も
述
べ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
考
え
て
み
た
い
。

【
注
】

（
1
）　

拙
稿
「
今
昔
物
語
集
の
用
字
に
つ
い
て
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研

究
紀
要
』
第
五
八
号　

二
〇
〇
九

（
2
）　

本
書
と
親
鸞
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
勇
「
専
修
寺
蔵
『
選
擇
本
願
念
佛
集
』

延
書
の
原
著
者
」（
佐
々
木
勇
編
著
『
専
修
寺
蔵
『
選
擇
本
願
念
佛
集
』
延
書　

影
印
・

翻
刻
と
総
索
引
』
笠
間
書
院　

二
〇
一
〇
）
の
な
か
で
、
主
に
言
語
学
的
な
立
場
か
ら
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
た
と
え
、
現
延
書
本
が
、
親
鸞
以
外
の
人
物
が
延
書
し
た
も
の

を
、
親
鸞
が
改
変
し
た
本
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
改
変
は
、
後
に
触
れ
る
仮
名
遣
い

を
含
め
た
、
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
る
」
と
し
、「
現
『
選
擇
本
願
念
佛
集
』
延
書
は
、

親
鸞
が
作
成
し
た
と
言
っ
て
、
過
言
で
は
な
い
」
と
い
う
。

（
3
）　

調
査
は
前
掲
・
佐
々
木
（
二
〇
一
〇
）
を
使
用
す
る
。
ま
た
単
語
の
認
定
は
同
「
語

彙
索
引
」
に
依
っ
た
。
本
稿
で
専
修
寺
本
の
用
例
を
引
用
す
る
際
は
、
同
「
本
文
篇
」
を

参
考
に
原
本
の
字
体
に
近
い
も
の
を
採
用
し
た
。
左
傍
訓
は
省
略
し
た
。
所
在
行
は
用
例

の
下
に
丸
括
弧
で
示
す
。
本
行
の
改
行
は 

」 

で
示
す
。

（
4
）　

和
語
の
う
ち
、
付
属
語
四
四
語
（
助
詞
二
七
語
、
助
動
詞
一
七
語
）
お
よ
び
接
尾

辞
二
語
に
つ
い
て
は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。

（
5
）　

本
稿
で
は
、
計
量
国
語
学
会
編
『
計
量
国
語
学
事
典
』（
朝
倉
書
店　

二
〇
〇
九
）

に
し
た
が
い
、「
語
種
」
を
「
語
の
出
自
に
基
づ
く
語
彙
分
類
の
一
種
」
と
定
義
し
、
語

の
出
自
に
応
じ
て
、「
漢
語
」（
古
く
中
国
か
ら
伝
来
し
、
漢
字
の
字
音
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
語
）、「
混
種
語
」（
漢
語
と
和
語
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
語
）、「
和
語
」（
日
本
固
有

の
大
和
言
葉
で
あ
る
語
）、
に
分
類
す
る
。
語
種
の
認
定
は
「
日
本
国
語
大
辞
典
」（
ジ
ャ

パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
）
等
に
依
っ
た
。

（
6
）　

考
察
対
象
と
し
な
か
っ
た
語
の
中
に
も
、
助
詞
「
は
」、
助
動
詞
「
ご
と
し
」「
べ
し
」、
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接
尾
辞
「
ら
（
等
）」
で
漢
字
表
記
す
る
用
例
が
存
す
る
。

（
7
）　

同
時
代
に
成
立
し
た
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
「
今
昔
物
語
集
」
の
表
記
体

系
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語

学
的
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
六
）、
佐
藤
武
義
『
今
昔
物
語
集
の
語
彙
と
語

法
』（
明
治
書
院　

一
九
八
四
）
な
ど
。
田
中
牧
郎
「
今
昔
物
語
集
」（
佐
藤
喜
代
治
編
『
漢

字
講
座
５　

古
代
の
漢
字
と
こ
と
ば
』）
で
は
、
両
者
の
研
究
を
引
き
、
今
昔
物
語
集
の

「
用
字
法
は
、
一
語
に
一
表
記
が
対
応
す
る
こ
と
が
大
半
で
、
大
局
的
に
見
れ
ば
き
わ
め

て
安
定
し
て
い
て
、
そ
の
基
盤
は
当
時
の
日
常
常
用
漢
字
群
に
求
め
ら
れ
る
」
と
い
う
。

（
8
）　

前
掲
・
佐
々
木
（
二
〇
一
〇
）

（
9
）　

水
谷
眞
成
「
延
應
本
」（
水
谷
眞
成
監
修
解
説
『
延
應
本
選
擇
本
願
念
佛
集
』（
法

蔵
館　

一
九
八
〇
）
を
参
考
に
ま
と
め
た
。

（
10
）　

延
応
本
の
調
査
に
は
前
掲
・
水
谷
（
一
九
八
〇
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
延
応
本
の

複
製
お
よ
び
佐
々
木
勇
先
生
が
入
力
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。
こ
こ
に
記

し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
11
）　

前
掲
・
峰
岸
（
一
九
八
六
）
で
は
、「
日
常
常
用
文
の
典
型
で
あ
る
古
記
録
」

（
七
二
三
頁
）
に
お
け
る
「
副
詞
の
表
記
に
使
用
さ
れ
た
諸
漢
字
が
『
三
巻
本
色
葉
字
類

抄
』
に
お
け
る
そ
の
語
の
掲
出
漢
字
の
順
位
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
」（
七
二
四
頁
）
を

院
政
期
の
古
記
録
で
検
討
し
、「
古
記
録
に
お
い
て
最
も
使
用
度
の
高
い
漢
字
が
、『
三
巻

本
色
葉
字
類
抄
』
に
お
け
る
各
語
の
掲
出
漢
字
中
、
上
位
、
し
か
も
一
、二
位
の
も
の
に

該
當
」
し
、「
上
位
掲
出
の
漢
字
に
該
當
し
な
い
用
字
例
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
『
三

巻
本
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
お
い
て
合
點
の
施
さ
れ
た
も
の
に
當
た
る
」（
七
三
八
頁
）

と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
字
は
、
当

時
の
日
常
常
用
漢
字
群
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　

こ
れ
以
外
に
、
3.1
で
述
べ
た
、
延
応
本
に
該
当
語
が
存
し
な
い
漢
字
表
記
例
（「
か

な
（
假
字
）」（
三
例
）、「
た
ま
ふ
（
給
ふ
）」（
一
例
））
が
あ
る
。
ま
た
、「
ひ（
火
）」
を

延
応
本
で
「
大
」
と
す
る
例
が
あ
る
。
次
の
例
で
あ
る
。

　
﹇
延
応
本
﹈
忽
然
見
此
大
河
（﹇
専
修
寺
本
﹈
忽コ
チ

然
ト
シ
テ･

コ
ノ
火ヒ

ノ
河
ヲ･

ミ
テ･

（
272
行
目
））

　

こ
の
場
合
は
用
字
法
の
問
題
で
は
な
い
た
め
別
に
扱
う
。
こ
の
よ
う
な
例
が
存
す
る
た

め
、
合
計
し
て
も
一
〇
〇
㌫
に
な
ら
な
い
。

（
13
）　

専
修
寺
本
に
は
、「
こ
こ
ろ
を
い
た
す
」
と
い
う
慣
用
句
を
漢
字
表
記
で
は
な
く
、

仮
名
表
記
す
る
例
も
あ
る
。

　
﹇
延
応
本
﹈
方
可
造
心
（﹇
専
修
寺
本
﹈
マ
サ
ニ･

コ
ヽ
ロ
ヲ･

イ
タ
ス
ヘ
シ
（
1272
行
目
））

　

両
者
の
違
い
は
定
か
で
は
な
い
が
、
延
応
本
で
「
至
心
」
と
な
っ
て
い
る
用
例
は
、
専
修

寺
本
で
漢
字
表
記
さ
れ
、「
造
心
」
と
な
っ
て
い
る
用
例
は
、
専
修
寺
本
で
は
仮
名
表
記

さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

前
掲
（
7
）・
七
八
三
頁-

七
八
四
頁
。

（
15
）　

中
田
祝
夫
編
『
足
利
本
仮
名
書
法
華
経
』（
勉
誠
社　

一
九
七
四-

一
九
七
七
）
で

確
認
で
き
る
。
法
華
経
を
平
仮
名
で
書
き
下
し
た
資
料
で
、
元
徳
二
（
一
三
三
〇
）
年
の

識
語
を
有
す
る
。

（
16
）　

延
応
本
で
、「
情
」
字
が
用
い
ら
れ
る
箇
所
を
、
専
修
寺
本
で
「
心
」
に
す
る
例
も

一
例
あ
る
。

　
﹇
延
応
本
﹈
隨
情
非
一
（﹇
専
修
寺
本
﹈
心
ニ

シ
タ
カ
フ
テ･

一
ニ

ア
ラ
ス
（
232
行
目
））

　

こ
の
点
も
、
足
利
本
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
と
共
通
す
る
。

（
17
）　

春
日
正
三
「
仮
名
交
じ
り
文　

５　

日
蓮
遺
文
」（
佐
藤
喜
代
治
編
『
漢
字
講
座　

第
６
巻　

中
世
の
漢
字
と
こ
と
ば
』
明
治
書
院　

一
九
八
八
）
参
照
。
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The Writing of “Senjyakuhongan Nenbutusyu Nobegaki”in the Possession of the SENJUJI Temple
― Compared with the original “Senjyakuhongan Nenbutusyu”―

Emiko Toda

Abstract: In this paper, I took out the independence words which is collected to
“Senjyakuhongan Nenbutusyu Nobegaki（選擇本願念佛集延書）”in the possession of the 
SENJUJI（専修寺） temple, and examined the writing system, which the Chinese loanword is 
written by Chinese characters and the Words of Japanese origin is written by Katakana. 
And, I compared it with the original“Senjyakuhongan Nenbutusyu（選擇本願念佛集）”.　As 
a result, I clarifi ed the following points of the marks of words of Japanese origin, that the 
mark of most Chinese characters used for the book is followed from the original, and if it do 
not follow the Chinese character mark, it was witten by Katakana or written most general 
Chinese character at that time.

Key words:  Writing System, Japanese Style that is the Mixture of Kanji and Kana, Chinese 
style that makes for Japanese, The Word in the middle age in Japan

キーワード：表記体系，片仮名文，和化漢文，中世語
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